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P b 搬 t d n
1 C z r q 」 ch k 9 gh
＃m ○
＃n ○ ○ ○ ○
蜘g
＃s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
毒x ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
＃sh ○ ○ ○ ○ ○ ○














































































P b 凱 t d n 圭 C Z S r q 」 X ch zh sh k 9 gh h ＃
阻 ○ ○
n ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

























































































































第～音節 Oau，　o砿UU　　　I 8 ○　　？　　　　　　1 2
y
第二音節 ○　　？　　　　　　・ 1 一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
第一音節 Oa馬o動　　　　　・ 11 O　　oo　　　　　・ 2
」











第～音節 Oa璃　uu，iU　　I 7 O　　　uu　　　　・ 11
第二音節 O　　　　　iu　　　・09 6 O　　　　　　　　　iu，　　　　　，　i，0，　U 8
第～音節 O　　o似　iU　　　l 5 Oa馬　　　　　　　・09 3
d
第二音節 O　　　　　　　　Ii 1 一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1




第一音篇 O　　　　　iU　　　I 5 O　　oo　　　　　・ 1
n
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正書法 薪正書法 ． di 一
shdi





S S 1us．d量150「剛 一
m n ghad加・di　1173　「蓼ミ家」 一


































正書法 薪正書法 一di 一shdi












































































































































































































東溝 東山 紅崖子溝 蛤拉直溝 沙塘川 丹麻 那龍溝 天祝
ユ＃NCの嗣避傾向 ○ ○
















4母音の広い変種 ○ ○ ○
5iu→u／玉，d，n＿ ○ ○ ○ ○ ○
61〔鵬r草」 ○ ○ ○ ○
7語頭短母音回避 ○ ○ ○ ○
8i，u→r駿］ ○ ○ ○
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13唱a温ドsa薮（セ］一一 ○ ○ ○ ○
14ie ○ ○ O ○ ○ ○ ○
15uo，　ua ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○音
　
韻 16§VV≠i ○ ○









26複数形短縮形 ○ ○ ○ ○ ○
27　　－saar　（継続副動詞） ○
28・sa煎gu歪o ○ ○
註
（1）r鳥」は正規の正書法でもxau，　xuuのバリエーションを認めている。
（2）角道（2002）を参照のこと。
（3）清格爾泰等編（1988：80－111）には席元麟が語った「土族民間文学概況」がIPAで記されている。
　　この中に現れる複数形は“sglの形式でのみ現れ，形容詞等の程度を強調する形式はna：maの形式で
　　のみ現れる。一方Limusishiden＆Kevin　Stuart（1998：144　一　150，173　一　18e）の席元麟が担当した部
　　分には複数形は・hgiの形式でのみ現れ，形容詞等を強調する形式は一nama，－mamaの爾方の形式で
　　現れる。この事実からだけでも，Limusishiden＆Kevin　StUart（1998）に改鐵の跡が窺われる。
（4）鼻音の有無によるバリエーションは，角道（1988：43），角道（1990：84），角道（1997：47）を参
　　照のこと。
（5）天祝方雷については（角道（1997：47　一　48））を参照のこと。また「門」と「食べる」に関しては
　　紅崖子溝方雷（清格爾泰編著，李克郁校閲（1991：370））も類似した現象を示している。
（6＞正規の正書法でも子音語幹に一ngeが付いていることが稀に現れるがある特定のテキストに集中し
　　ている。母音語幹に一geが付いている例はさらに稀であるが，1例だけ確認できた。詳細は角道
　　（2002：85）を参照のこと。
（7）紅選子溝方言のこの特徴は清格爾泰編著，李克郁校閲（1991：369－396）を検討することで分か
　　る。冶拉直溝方器については角道（1988b）を参照のこと。
（8）天祝方書では第一音節には1例の例外を除いて，a，iが現れずaa，　jiiのみが現れる。詳細は角道
　　（1997：35）を参照のこと。
（9＞隠れたnがどの語に現れるかに関しては，角道（2002b）を参照のこと。
211
互助土族語丹麻方言の特徴
（10）詳細は角道（1997：50－51）を参照のこと。また類似した現象は保安語，康家語にも観察される。
　　陳乃雄等編（1986a），孫玄開主編，斯欽朝克圏著（1999）を参照のこと。
（11）天祝の使役形に関しては角道（1997：51）を参照のこと。
（12＞複数形のうちのいわゆる短縮形一sは単独では稀にしか現れないが，斜格ではHeissig（198e）の沙
　　糖川方言には頻繁に現れる。代名詞では一nguがToEaeBa（1973）の拾拉直溝方言，　Heissig（1980）
　　沙糖川方醤，誉粛省《格薩爾》工作領導小亦公室，西北民族学院《格薩爾》研究所編（1996）の
　　天祝方書に現れ，天祝方言ではさらに一nglaが1人称に現れる。　de　Smedt　et　Mostaert（1933：12－
　　13，35－41）によると，那龍溝方欝では与位格，奮格の前には・sが現れる。
（13）照那斯圖編著（1981：22）には属格・対格の一ne（－nu）のeは三人称領属附加成分一no（ni）の前で長
　　くなりii（ii）になると述べているが，三入称領属附加成分がなくても長母音になることがある。清
　　格爾泰等編（1988：172　一　204）の範囲（r黒馬」）に限っても，－ni：n∂は2例しかないのに対し，－ni：
　　は10例ある。
（14）正規の正書法における一wa，－naのバリエーションに関しては，角道（2002a：79　一　80）を参照のこ
　　と。
（15）yau－「行く」の意志形一yaはどの方言でもよく省略されている。甘粛省《格薩爾》工作領導小亦公
　　室，西北民族学院《格薩爾》研究所編（1996）の天祝方言の資料では，－yaが付いているのが10
　　例，省略されているのが6例確認できた。丹麻方雷ではyiu・（yau－）「行く」のすべての一yaが省
　　略されている。SchrOder（1959；110，262行）のmand・（manta－）「掘る」の例が1例ある以外は，
　　どの方言にもr行く」以外の動詞の一yaが省略された例はない。「行く」でもxji一の場合は・yaは
　　省略されない。
（16）清格爾泰（1991：225）にはm～n交替として次の例が挙がっている。
　　　bu：li：mudem．
　　　bu：王i：muden（e）．
　　この例文の二つ霞の形式が一niに相当するものである。説明では一mと一niが互換可能であるよう
　　に見えるが，実はそうではない。
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